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長
崎
と
尺
八
を
考
え
る
う
え
で
二
つ
の
謎
が
残
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は「
島
原
城

の
一
節
切
」尺
八
の
謎
、
も
う
一
つ
は
長
崎
松
寿
軒
で
尺
八
琴
古
流
の
流
祖
黒
沢
琴

古
に
古
伝
三
曲
や
鹿
の
遠
音
を
伝
授
し
た
と
さ
れ
る「
林
翁
一
計
」の
謎
で
あ
る
。

　
平
成
十
六
年
の
三
月
二
十
日
付
の「
な
が
さ
き
の
空
」に
私
は「
島
原
城
に
展
示
し

て
あ
っ
た
一
節
切
」と
題
し
て
起
稿
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
一
ヶ
月
後
の
四

月
二
十
九
日
、
全
国
か
ら
尺
八
古
管
研
究
の
第
一
人
者
の
方
々
を
招
き
、
島
原
に
行

き
実
物
を
見
て
い
た
だ
き
、
一
節
切
に
つ
い
て
討
議
し
演
奏
会
を
催
し
た
。
来
ら
れ

た
方
は
東
京
か
ら
虚
無
僧
研
究
会
会
長
で
江
戸
時
代
の
虚
無
僧
寺
関
東
総
本
山
鈴
法

寺
ゆ
か
り
の
寺
、
法
身
寺
住
職
小
菅
大
徹
師
、
大
阪
か
ら
は
尺
八
古
管
研
究
の
大
阪

芸
術
大
学
教
授
志
村
哲
師
、
千
葉
か
ら
は
N
H
K
テ
レ
ビ
で
一
節
切
を
吹
く
雪
舟
禅

師
役
を
演
じ
る
な
ど
一
節
切
の
奏
者
と
し
て
指
導
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
お
ら

れ
る
相
良
保
之
師
、
小
田
原
か
ら
は
駿
府
、
小
田
原
周
辺
の
尺
八
史
研
究
家
の
牧
嶋

正
春
師
、
柳
川
か
ら
は
尺
八
古
管
研
究
会
を
主
宰
す
る
多
福
寺
住
職
竹
井
徹
師
、
熊

本
か
ら
は
谷
派
虚
鐸
の
象
徴
三
尺
大
長
管
を
携
え
て
イ
ン
ド
行
脚
を
し
、
全
国
に
そ

の
名
が
知
ら
れ
る
薬

王
寺
住
職
白
土
虚
皓

師
、
島
原
か
ら
は
郷

土
史
家
、
林
銑
𠮷
先

生
の
子
息
林
新
弐

師
、
ほ
か
福
岡
、
宮

崎
か
ら
総
員
十
五
名

の
識
者
が
集
い
、
島

原
一
節
切
の
調
査
を

誓
い
あ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
五
年
が

経
過
し
た
。

　
当
時
は
ま
だ
疑
心
暗
鬼
だ
っ
た
点
も
多
か
っ
た
が
そ
の
後
多
く
の
専
門
家
の
協
力

が
あ
り
、
多
く
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
現
在
で
は「
島
原
城
の
一
節
切
」は
名
人
法
橋

宜
竹
の
作
で
あ
る
こ
と
に
異
論
を
唱
え
る
者
は
居
な
く
な
っ
た
。

　
た
だ
問
題
な
の
は
、
天
正
十
年（
一
五
八
二
）に
同
尺
八
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
極

め
書
の
裏
付
け
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
百
科
辞
典「
萬
宝
全
書
」に「
宜
竹
は
笛
の
元

祖
と
い
へ
り
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
宜
竹
と
い
う
名
の
笛
師
が
何
代
か
続
き
、
初

代
は
元
祖
と
呼
ば
れ
る
に
房
わ
し
い
方
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
然
し
当
時
の
一
節

切
関
係
資
料
に
よ
れ
ば
、
蘆
庵
─
宗
佐
─
高
瀬
備
前
守
─
教
院
─
安
田
城
長
─
大
森

宗
勲
─
指
田
一
音
と
記
さ
れ
、
明
暦
元
年（
一
六
五
五
）に
法
橋
に
徐
せ
ら
れ
た
宜
竹

を
元
祖
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
蘆
庵
や
宗
佐
と
関
係
の
あ
っ
た
笛
師

だ
っ
た
と
私
は
推
測
し
て
い
る
。

　
一
休
禅
師
の
時
代
に
号
を
宜
竹
と
称
し
た
僧
が
い
た
。
相
国
寺
慈
照
院
搭
主
の
景

徐
周
麟
で
、
其
の
師
は
横
川
景
三
で
一
休
禅
師
や
朗
庵
主
一
路
禅
師
と
親
交
が
あ
っ

た
。朗
庵
と
蘆
庵
は
同
じ
で
は
な
か
ろ
う
か
？
。又
一
休
の
門
下
、連
歌
の
飯
尾
宗
祗
、

そ
の
門
下
が
宗
佐
で
宗
佐
老
人
と
呼
ば
れ
、
一
節
切
の
祖
と
呼
ば
れ
て
き
た
。

　
景
徐
周
麟
の
活
動
拠
点
が
慈
照
院
の
宜
竹
軒
で
、
元
祖
宜
竹
は
こ
う
し
た
環
境
の

中
で
宜
竹
銘
を
許
さ
れ
た
僧
で
あ
っ
た
ろ
と
推
測
さ
れ
る
。
宜
竹
本
人
で
あ
っ
た
か

も
知
れ
な
い
し
、
宜
竹
の
別
号
が「
江
左
」で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
宗
左
老
人
だ
っ
た
か

も
知
れ
な
い
。

も
う
一
つ
の
謎
、
松
寿
軒
一
計
の
事

　
邦
楽
ジ
ャ
ー
ナ
ル
誌
二
〇
〇
〇
─
四
月
号
に
一
計
の
尺
八
と
思
わ
れ
る
尺
八
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は「
林
翁
一
計
庵
主
、
元
文
庚
申
天（
一
七
四
〇
）行
年

六
十
二
歳
」と
記
さ
れ
て
い
る
。
庵
主
と
あ
る
が
松
寿
軒
歴
代
庵
主
の
中
に
は
一
計

の
名
は
出
て
い
な
い
。
他
庵
か
ら
来
ら
れ
た
方
で
あ
ろ
う
。

　
水
上
勉
氏
は「
虚
竹
の
笛
」と
い
う
本
の
中
で「
尺
八
の
祖
虚
竹
は
長
崎
崇
福
寺
の

総
門
を
く
ぐ
っ
て
左
に
い
た
」と
空
想
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
崇
福
寺
は
江
戸
時
代

以
降
の
建
立
で
あ
る
か
ら
元
祖
虚
竹
で
は
な
い
が
、
水
上
氏
は
尺
八
は
長
崎
か
ら
伝

来
し
た
と
い
う
こ
と
を
叫
び
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
水
上
氏
自
身
は
若
い
頃
、
相
国
寺
で
修
業
し
た
方
で
あ
り
、
相
国
寺
は
景
徐
周
麟

ゆ
か
り
の
寺
で
あ
る
。
充
分
に
尺
八
の
歴
史
を
知
り
自
身
も
中
国
に
出
向
き
確
証
を

把
ん
だ
う
え
で
、
初
代
は
一
休
禅
師
や
朗
庵
主
一
路
禅
師
の
近
く
に
虚
竹
を
置
き
、

後
世
は
長
崎
の
崇
福
寺
内
に
虚
竹
を
置
き
、
隠
元
禅
師
と
共
に
長
崎
に
持
ち
込
ま
れ

た
明
楽
の
南
音
洞
簫
が
、
以
後
の
日
本
の
尺
八
を
一
節
切
か
ら
根
付
き
の
多
節
尺
八

に
一
変
さ
せ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
理
解
で
き
る
。

　
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
事
は
、
鈴
法
寺
と
島
原
城
と
の
か
か
わ
り
で
あ
る
。
唐
人

が
果
た
し
て「
古
伝
三
曲
」や「
鹿
の
遠
音
」を
伝
授
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
楽
の
中

に
は
こ
の
よ
う
な
曲
名
を
持
つ
曲
は
見
当
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
日
本
人
。
松
平
初
代

島
原
城
主
松
平
忠
房
公
の
祖
父
松
平
家
忠
は「
家
忠
日
記
」で
知
ら
れ
る
よ
う
に
有
名

な
文
人
で
あ
り
、
家
忠
日
記
の
中
に
は
多
く
の
茶
会
、
連
歌
会
、
能
会
の
記
述
が
あ

り
一
節
切
演
奏
の
機
会
も
多
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
忠
房
公
は
武
蔵
の
忍
城
の
徳

川
初
代
城
主
と
な
り
青
梅
鈴
法
寺
の
建
立
に
か
か
わ
り
、
島
原
城
の
一
節
切
の
松
平

重
定（
後
年
牧
性
）も
忍
城
に
家
忠
と
共
に
入
城
し
て
い
る
。
さ
ら
に
家
忠
後
任
の
忍

城
城
主
は
、
家
康
の
四
男
忠
𠮷
を
挟
ん
で
知
恵
伊
豆
・
松
平
伊
豆
守
信
綱
で
あ
る
。

信
綱
は「
島
原
の
乱
」鎮
圧
の
直
後
長
崎
に
来
て
、
鎖
国
を
進
め
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を

平
戸
よ
り
出
島
に
移
し
、
虚
無
僧
寺
玖
埼
寺（
の
ち
の
松
寿
軒
）を
建
立
し
た
人
で
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
環
境
か
ら
松
寿
軒
を
訪
れ
る
鈴
法
寺
関
係
の
僧
も
多
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
古
典
三
曲
を
伝
授
し
た
こ
と
へ
の
懸
念
は
薄
ら
ぐ
が
庵
主

と
な
れ
ば
極
め
て
限
ら
れ
て
来
る
。

　
琴
古
は
長
崎
に
来
て
一
計
士
に
七
曲
を
伝
授
さ
れ
、
の
ち
に
江
戸
で
尺
八
と
琴
と

の
合
奏
を
普
及
さ
せ
た
言
わ
ば
日
本
の
三
曲
合
奏
の
創
始
者
と
い
え
る
。
又
長
崎
か

ら
関
西
に
出
て
、
の
ち
に
都
山
流
を
生
ん
だ
近
藤
宗
悦
も
長
崎
で
は
清
楽
を
嗜
な
み
、

太
平
簫
の
達
人
だ
っ
た
。
当
時
の
清
楽
の
リ
ー
ダ
ー
は
林
得
建
、
や
は
り
林
氏
、
果

し
て
林
翁
一
計
と
い
う
人
物
は
唐
人
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
和
人
だ
っ
た
の
か
謎
は

残
さ
れ
て
い
る
。

　
島
原
城
の
一
節
切
が
極
め
書
き
通
り
江
戸
時
代
以
前
の
法
橋
宜
竹
の
管
で
あ
れ
ば

素
晴
ら
し
い
発
見
で
あ
り
、
又
松
寿
軒
の
一
計
士
が
水
上
勉
氏
が
夢
見
た
よ
う
に
唐

人
で
あ
れ
ば
、
長
崎
に
住
む
尺
八
研
究
家
と
し
て
誇
ら
し
い
発
見
で
あ
る
。
さ
ら
に

調
査
を
深
め
た
い
。�

（
古
典
尺
八
竹
風
会
会
長
）

三
四
六
号
　
平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
日

長
崎
と
尺
八
　
二
つ
の
謎

○
五
月
二
日
は
、
三
月
四
日
の「
立
春
の
日
」よ
り
数
え
て
八
十
八
日
に
な
る
の
で
此
の
日

を「
八
十
八
夜
」と
言
い
、「
夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
　
野
に
も
山
に
も
若
葉
が
し
げ
る
」

と
唄
う
。
そ
し
て
其
の
夏
の
始
ま
り
を
旧
暦
で
は「
立
夏
」と
い
う
。
今
年
の
立
夏
は
五

月
六
日
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
歌
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
ま
た
、八
十
八
夜
に
摘つ

ま
れ
た「
茶
の
葉
」は
縁
起
の
よ
い
物
と
し
て
嬉よ
ろ
こ

ぶ
。其
の
意
は
、

八
十
八
の
八
の
文
字
は
中
国
の
古
書
に「
大
い
に
分
か
れ
る
の
貌
」と
あ
り
、
我
が
国
で

之
を「
末
ひ
ろ
が
り
次
ぎ
次
ぎ
と
榮
え
ゆ
く
文
字
也
」と
解
し
、
更
に
、
米
の
字
を
分
解

す
れ
ば「
八
十
八
」と
な
り「
米
寿
也
」と
す
る
。
故
に「
八
十
八
夜
の
お
茶
」は
長
寿
の
源

と
し
て
嬉
ぶ
と
言
う
。

○
更
に
旧
暦
法
に
よ
る
と
五
月
は「
更
衣
」の
時
で
あ
る
と
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

　
　
武
家
・
民
間
と
も
に
五
月
五
日
よ
り
八
月
末
ま
で
帷か
た
び
ら子

　
九
月
一
日
よ
り
袷
あ
わ
せ

　
然
し
現
在
の
五
月
五
日
で
は
旧
暦
の
四
月
一
日
で
少
し
寒
い
の
で
、
長
崎
地
方
で
は
明

治
初
年「
長
崎
く
ん
ち
」は
旧
暦
の
九
月
七
・
八
・
九
日
で
あ
っ
た
の
を
十
月
七
・
八
・
九
日

と
変
更
し
た
の
に
合
わ
せ
、
六
月
一
日
の
小
屋
入
り
の
日
を
更
衣
の
日
と
定
め
、
当
日

出
仕
の
各
町
世
話
人
の
衣
装
は
絽
絞
付
、
夏
袴
の
着
用
と
記
し
て
あ
る
。

○
次
に
五
月
五
日
は
男
の
節
句
と
あ
る
。
こ
の
行
事
も
其
の
起
源
は
中
国
の「
端た
ん
ご午
節
」で

あ
る
。
中
国
の
古
書
に

　「
端
は
始
也
、五
は
午
也
、五
月
五
日
は
午
重
る
也
、午
は
長
也
大
也
、物
皆
長
大
と
な
る
」

　
又
一
説
と
し
て「
五
月
端
の
午
の
日
は
悪
日
也
　
此
日
を
忌
み
蘭
草
に
浴
し
邪
気
を
拂

う
」と
し
て
い
る
。
こ
の
悪
日
と
な
っ
た
故
事
と
し
て「
屈
原
・
泪べ
き
ら羅
に
身
を
投
じ
た
日
」

と
の
伝
が
あ
り
、
更
に
こ
の
説
話
は
粽ち
ま
き

や
競ペ
イ
ロ
ン竜
の
起
源
と
な
っ
た
と
の
伝
承
も
あ
る
。

○
我
が
国
に
五
月
五
日
の
端
午
節
の
行
事
が
中
国
よ
り
宮
中
の
行
事
と
し
て
伝
え
ら
れ
記

録
と
し
て
は
推
古
天
皇
十
九
年
五
月
五
日（
六
一
一
）が
最
初
で
あ
る
と
い
う
。

　
以
来
・
延
喜
式
に
も「
五
月
五
日
宮
中
に
邪
気
拂
い
の
た
め
菖
蒲
・
艾よ
も
ぎ

を
献
ず
」と
あ

り
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
兜
花
の
菖
蒲
を
贈
る
と
あ
る
。
鯉
の
ぼ
り
が
登
場
し
て
く
る
の

は
江
戸
時
代
か
ら
で
あ
る
。

○
五
月
は
以
上
の
よ
う
に
若
葉
萠
え
出
で
邪
気
を
拂
う
季
節
と
さ
れ
て
い
る
。
長
崎
の
街

に
も
今
月
よ
り
新
し
い
市
長
さ
ん
、
各
議
員
も
進
出
さ
れ
た
の
で
新
ら
し
い
長
崎
の
街

づ
く
り
を
発
想
し
て
戴
き
、
長
崎
を
訪
ね
て
こ
ら
れ
る

人
を
心
あ
た
た
か
く
お
迎
え
し
、
又
そ
れ
に
加
え
新
ら

し
い
構
想
を
も
っ
た
生
産
工
業
の
面
で
も
大
い
に
発
展

し
て
下
さ
る
事
を
祈
念
し
て
い
る
。

松
林
　
静
風

尺八を持つ筆者


